






 

図 3．オヴィラプトロサウルス類の卵・巣形態と営巣方法の考察。卵殻間隙率、卵殻厚、巣の形状の 

調査から営巣方法が推定される。体サイズの増加に合わせ営巣方法に変化があったと考えられる 
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今回の研究は、鳥類に近縁な獣脚類恐竜の巨大化と営巣方法の関係性を明らかにしまし

た。卵をつぶさないために、卵をドーナツ状に並べて営巣する方法は現在の鳥類には見られ

ず、恐竜類の多様な繁殖戦術を物語っています。 

また、これまで大型獣脚類恐竜は、その重い体重ゆえに抱卵できないと考えられてきまし

たが、今回の研究では、大型の獣脚類でも営巣方法を工夫することで、もしかしたら抱卵で

きたかもしれない、という可能性を示唆しています。 

 




